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福知山市のエネルギー・環境施策について
【PPA事業について】
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福知山市について
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●人口 76,037人（２０２2.3月末） ●面積 ５５２．５４㎢
●市制 １９３７年（昭和１２年）～ ２００６年（平成１８年）～１市３町合併
●立地 京都府の北西部に位置し、兵庫県と接する。北近畿地方の中央部に位置
●アクセス 京都市・大阪市・神戸から車・鉄道で約１時間３０分
●NHK大河ドラマ『麒麟がくる』の主人公 明智光秀ゆかりのまちとして、
今も光秀が築いた福知山城やまちなみが残る。

●主な観光資源
福知山城、明智光秀、大江山の鬼伝説、
スイーツのまち、肉のまち、農泊、丹後和紙、
丹波漆 など

●ブランドメッセージ 『いがいと！ 福知山』

福知山城
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２０２１年４月 エネルギー・環境戦略課 新設

エネルギー・環境戦略課について

（両丹日日新聞 ２０２１.３.３０）
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エネルギー・環境施策 これまでの経過

２０１５年（平成２７年）３月 「福知山市再生可能エネルギー活用プラン」策定

２０１７年（平成２９年）８月
福知山市再生可能エネルギー事業化検討会議の設置

☞ 新電力会社設立による公共施設での活用についての検討実施

２０１８年（平成３０年）３月

福知山市における再生可能エネルギー事業の推進に関する提言書の受理

☞ 新電力会社設立による公共施設での活用について提言

☞ 検討会議委員による福知山市内新電力会社設立に向けた検討実施

２０１８年（平成３０年）１１月１５日
龍谷大学から福知山市に対し、再生可能エネルギー事業推進に関する連携提案

☞ 地域新電力の設置及び活用の提案

２０１８年（平成３０年）１１月２９日
龍谷大学提案について有識者からの意見徴収会

☞ 有識者より地域新電力からの公共施設への再生可能エネルギー供給について賛同

２０１８年（平成３０年）１２月１０日 地域新電力『たんたんエナジー株式会社』 設立

２０１９年（平成３１年）１月２３日

地域貢献型再生可能エネルギー事業の推進に関する協定書締結

☞ 福知山市、京都北都信用金庫、たんたんエナジー株式会社、

プラスソーシャルインベストメント株式会社、龍谷大学LORC

２０１９年（平成３１年）４月２３日 温室効果ガスの抑制に向けた国民運動に賛同し、「福知山市クールチョイス」を宣言

２０２０年（令和 ２年）４月～ 公共施設への再生可能エネルギー由来電気の供給開始

２０２１年（令和 ３年）２月２６日 ２０５０年までにCO２排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」を表明

２０２１年（令和３ 年）６月１日 使用電力の再エネ１００％化を目指す「再エネ１００宣言RE Action」に参加を表明
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「福知山市再生可能エネルギー活用プラン」 策定
２０１５年（平成２７年）３月

第１章 本市の地域特性で本市の地理条件、社会・経済的条件、気象

条件、本市のエネルギー消費量、再生可能エネルギー導入などの現状

把握

第２章 本市の再生可能エネルギー賦存量

第３章 導入に向けた将来像・基本理念・基本本方針、本市において推

進すべき再生可能エネルギー

第４章 太陽光や小水力、バイオマスなど３つのエネルギーによる導入

推進プロジェクトの基本方針

第５章 事業推進の目標やスケジュール、推進・取組体制などの戦略

「市民協働型発電事

業」による太陽光発

電屋根貸し事業の導

入（イメージ図）
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「たんたんエナジー株式会社」 設立
２０１８年（平成３０年）１２月

【会社名】たんたんエナジー株式会社

【設立日】2018年12月10日

【資本金】２０００万円

立命館ソーシャルインパクトファンド：３５％

合同会社サンエネルギー：１０％

個人：５５％

【取締役】

木原浩貴（京都府地球温暖化防止活動推進センター副センター長）

田浦健朗（気候ネットワーク 事務局長/市民エネルギー京都代表理事）

豊田陽介（気候ネットワーク上席研究員/TERAエナジー 取締役）

根岸哲生（たんたんエナジー株式会社）

的場信敬（龍谷大学政策学部教授）

【監査役】

清水仁志（税理士）

市の出資は
なし
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○福知山市(福知山市長 大橋一夫)
○京都北都信用金庫(理事長 森屋松吉、宮津市)
○プラスソーシャルインベストメント株式会社
（代表取締役社長 野池雅人、京都市上京区）

○龍谷大学 地域公共人材・政策開発リサーチセンター
（LORC）(センター長 白石克孝、京都市伏見区)

○たんたんエナジー株式会社(代表取締役 木原浩貴）
※役職名等は締結当時

「地域における地域貢献型再生可能エネルギー事業の推進に関する協定」 締結
２０１９年（平成３１年）１月
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「COOL CHOICE宣言」 ２０１９年（平成３１年）４月

公共施設に地域新電力の再エネ１００電力を供給 ２０２０年（令和２年）４月～
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ゼロカーボンシティ宣言

エネルギー・環境施策として、世界的な気候変動

対策や脱炭 素社会の実現、ＳＤＧｓの動きに呼応

し、本市は、２０５０年までにＣＯ２排出量実質ゼロ

とする「ゼロカーボンシティ」を目指し、市内の再

生可能エネルギーの普及拡大、エネルギーの地産

地消、経済の域内循環、地域の課題解決など、豊

かで自立した持続可能な地域社会の実現につな

がる仕組み作りを進めます。

2021年（令和３年）２月１９日

福知山市長 大橋一夫

小泉環境大臣からのメッセージ

「ゼロカーボンシティ宣言」 ２０２１年（令和３年）２月１９日
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「再エネ100宣言 RE Action」 参加 ２０２１年（令和３年）６月
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ゼロカーボンシティへの
挑戦

ひろげる

地域の課題解決や持続可能
なビジネスによる地域経済
好循環を創出。

まもる

自然環境や景観、市民の生
活環境に配慮し脱炭素を促
進

とどける

地域新電力の再エネ１００電
力を福知山城、小中学校な
どに供給。

つくる

再生可能エネルギーによる
地産電力発電を推進

（かしこく）

つかう

公共施設の再エネ100・省エ
ネ化、公用車のＥＶ化で避難
所等に供給、レジリエンスを
強化
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つくる

再生可能エネルギーによる
地産電力発電を推進

●市民の再エネを支援

太陽光発電パネルと蓄電池を同時に整備する場合に、最高１５万円の補助を行なう

ほか、太陽光発電設備を含み省エネ性能を有するZEHに対し、ZEH支援補助金に

より最高２０万円を補助するなど、市民の再エネを支援しています。

●公共施設で再エネ

2021（令和３）年度、北陵地域公民館を、太陽光パネル１２４枚（年間約33,500

ｋWhの電力を発電）と蓄電池、EVから給電できる設備（V2B）などを備えた、災害

に強い施設として整備しました。
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「地域における地域貢献型再生可能エネ

ルギー事業の推進に関する協定」（5者連

携協定）の枠組みにより、市内公共施設の

３か所（学校給食センター、三段池総合体

育館、武道館）で、地域新電力であるたん

たんエナジー㈱１００％出資のたんたんエ

ナジー発電合同会社が設置する太陽光発

電設備により発電された電気を福知山市

が使用する地産地消の取組みを実施。
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自家消費型太陽光発電の導入に関する事例紹介
（オンサイトPPA事業）

環境省
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オンサイトPPA事業導入のきっかけ

平成27年3月に策定した「福知山市再生可能エネルギー
活用プラン」において「太陽光エネルギー導入プロジェク
ト」としてオンサイトPPAモデルによる電力調達が本市推
進事業に盛り込まれている。

プラスソーシャルインベストメント株式会社、龍谷大
LORCとともに「地域貢献型再生可能エネルギー事業
の推進に関する協定（5者連携協定）」を締結し、実施
体制を整えた上で、令和2年にオンサイトPPA事業に
着手する運びとなった。

平成30年に、地域で地域
新電力会社「たんたんエナ
ジー株式会社」が立ち上が
り、平成31年に同社及び福
知山市、京都北都信用金庫、
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施設使用料免除
電気料金支払い

龍谷大学地域公共人材・
政策開発リサーチセンター(LORC)

たんたん
エナジー発電合同会社

＝

太陽光発電設備の設置
再エネ（発電）電力供給

ノウハウ提供

返済

融資

出資募集・分配

ファンド組成・
販売

出資金

出資金

市民等

事業スキーム
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取組のステップ

候補地の検討・FS調査

庁内協議（関係課・理事者）

工事完了

補助金申請

議会説明

住民説明

契約締結

工事着手

4月～7月

8月

11月

翌年2月

各種課題の整理
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導入設備の概要

施設 三段池総合体育館 武道館 学校給食センター 合計

太陽光

発電

パネル

368枚 62枚 344枚 774枚

主な

設備

パワーコンディショナ、蓄電池

（９．８kWh）、集電盤

パワーコンディショナ、蓄電池（４．

０ｋWh）、集電盤、充放電設備

パワーコンディショナ、集電

盤

発電

能力
167.44ｋW 28.21ｋW 156.52ｋW 352.17ｋW

年間

発電量

約16万ｋWh／年の発電が可能。

（三段池公園総合体育館等三段池公園施設の年間消費電力量

の約34％に相当。）

約15万ｋWhの発電が可能。

（学校給食センターの年間消

費電力量の約25％に相当）

約31万ｋWh

補助金

環境省 二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金

（地域レジリエンス・脱炭素化を同時実現する避難施設等への

自立・分散型エネルギー設備等導入推進事業）

環境省 二酸化炭素排出抑

制対策事業費等補助金

（ストレージパリティの達成

に向けた太陽光発電設備等

の価格低減推進事業）

―

〇総年間発電量31万ｋWhは、一般家庭の年間電気使用量（4,258ｋWｈ）の72軒分に相当。

（環境省「家庭部門のCO2排出実態統計理調査」による。）

〇発電で賄えない電力についてはたんたんエナジーが再エネ１００％の電力を供給。
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導入における課題

❖ 庁内関係課との調整
□ 旗振り役担当課と事業実施担当課の役割分担
□ 施設担当課の理解
□ 上手な巻き込み方

❖ 事務手続き
□ 行政財産の使用許可 or 行政財産の貸付
□ 有償 or 無償
□ 規則の改正、要綱の新設
□ 耐荷重計算

❖ 市の「独りよがり事業」にしないこと
□ どれだけ市民を巻き込めるか（機運醸成）

→ 市民出資



福知山市産業政策部エネルギー・環境戦略課 ０７７３（４８）９５５４ enekan@city.fukuchiyama.lg.jp

20

導入における課題 庁内関係課との調整

❖ 旗振り役担当課と事業実施担当課の役割分担
□ 市としての政策意図、方針、共通ルールはエネルギー・環境戦略課で整備し、

施設ごとの契約行為等は所管課が対応。
□ 庁内横断組織「エネルギー・環境戦略推進本部会議」の設立
□ 温暖化対策実行計画（事務事業編）の改訂

❖ 施設担当課の理解
□ 施設ごとに説明会を実施
□ 電力単価だけを論点にしない・・・付加価値（蓄電池やV2Hの設置）の部分

❖ 上手な巻き込み方
□ 大規模改修や建て直しのタイミングでの検討が重要
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導入における課題 事務手続き

❖ 行政財産の使用許可 or 行政財産の貸付
□ 使用許可という

❖ 有償 or 無償
□ 屋根という特性を踏まえて無償に
□ PPAの場合、使用料もPPA単価に加わることに

❖ 規則の改正、要綱の新設
□ 使用期間のルールでは、いままでは最長で10年。これを20年に。
□ 使用料を無償とする要綱の新設（参考：次頁）

❖ 耐荷重計算
□ PPA事業者による耐荷重計算（第3者による安全性確認）
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導入における課題 【要綱】

❖ 規則の改正、要綱の新設
□ PPAを目的として使用する場合の要綱の新設（取扱注意）

（提出書類）
第５条使用者は、次の書類を市長に提出した上で、
太陽光発電事業に係る契約を締結しなければなら
ない。
（１）太陽光発電事業に関する計画書
（２）太陽光発電事業に関する業務の収支計算書
（３）使用者の法人概要が分かる資料（役員名簿、
事業実績等）
（４）登記事項証明書（発行後３か月以内のも
の）及び定款
（５）最新決算年度の財務諸表（賃借対照表、損
益計算書等）

（６）納税証明書（国税及び地方税に関する滞納
がないことが分かる、発行後３か月以内のもの）
（７）前各号に掲げるもののほか、市長が必要と
する書類
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導入における課題 市の「独りよがり事業」にしないこと

❖ どれだけ市民を巻き込めるか（機運醸成）
□ 市民出資を通して市民一体となってすすめる

□ 地域外からの応援（出資）も！

□ 返礼品として地域の施設利用券や体験コンテンツの割引券を提供
→交流人口の増加につなげる
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市民出資を通して市民参加型の取り組みに！

投資家特典として、
下記いずれかを選択
（１）福知山城・福知山市児童科学館（プラネタリウムを含む）・動物園・植物園の入場券セット合計3,180円分（大人２
人分、子ども２人分）
（２）京都北部の体験・宿泊の魅力発信サイト「KITAIRO」の体験及び宿泊コンテンツに使える3,000円分のクーポン
エネルギー事業を通じて、地域の魅力を発信。関係人口の創出・強化にも。
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市民出資を通して市民参加型の取り組みに！

京都北部の魅力発信の取り組みと連携

◆出資金募集最大総額：3,000,000円（300口）申込上限口数30口
◆一口金額 10,000円/口 （出資金：10,000円、取扱手数料：0円）

出資募集から3週間で募集枠が満額に。出資者の居住地は、約70％が京都府内。うち約30％が
福知山市内。遠方からの出資者も。
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導入におけるメリット・効果

❖ 旧一般電気事業者と同等の金額以下で再エネ100の達成

❖ レジリエンスの向上

❖ 脱炭素に関する機運醸成
※事業費の一部（３００万円）を１２月中旬から募ったところ、1月余りで市民等５２者から応募
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導入におけるメリット・効果

❖ 旧一般電気事業者と同等の金額以下で再エネ100の達成

□ 国の補助金が後押しをしてくれる
・PPA単価と通常の調達単価の単純な比較はナンセンス
・ただし、単純に単価比較の話になる

□ PPAを実施する施設ごとで単価はマチマチ
・設置面積、施設の電力使用量、その他設備をどれだけつけるか

【効果】
・発電開始後の電力比較（例：学校給食センター）

370

380

390

400

410

420

PPA前 PPA後

契約電力

契約電力が
409kW→388kWへ低減

PPA実施前と比べ
一か月約6万円の
電気代削減に！
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導入におけるメリット・効果

❖ レジリエンスの向上

□ 蓄電池の同時導入で蓄電機能を付加

□ V2Hの設置により外部（EV）からの電力供給を可能に
→2040年までにすべての公用車（特殊車両除く）をEVに更新
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導入におけるメリット・効果

❖ 脱炭素に関する機運醸成

□ 市民参加型で機運醸成に

❖ その他

□ 公民連携で実施することによるメリット
・スピード
・コストの圧縮
・民間ノウハウの活用
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とどける
地域新電力の再エネ１００電
力を福知山城、小中学校な
どに供給。

電力の地産地消・経済の域内循環を目的

に、公共施設の電力を地域新電力「たんた

んエナジー㈱」の再生可能エネルギー由来

の電力１００％電力に切替えています。

2021（令和３）年度末現在で、４１の高圧

電力施設で切替済で、2020（令和４）年度

にはさらに10施設と、低圧電力について

も随時切替を行ない、２０３０年度にはす

べての公共施設でRE１００をめざしていま

す。

30
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（かしこく）つかう

公共施設の再エネ100・省エ
ネ化、公用車のＥＶ化、避難
所等にEVからの電力を供給、
レジリエンスを強化

市が率先して公共施設等で脱炭素を進

めることで、市民など多様な主体が脱炭

素に取り組む機運の醸成やレジリエンス

の強化に取り組みます。

公共施設のLED化やZEB化・創エネ、

公用車のEV化等に取り組むとともに、

EV等を「動く蓄電池」として災害時やイ

ベント等に活用します。

また、EV等急速充電設備の整備によ

り、EV普及を啓発するとともに、施設の

利便性向上や新たな人の流れを創造しま

す。

31
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公共施設のLED化・創エネ

●地域公民館等のZEB化、創エネ

2021（令和３）年度において、地域活動の拠点で、安心安全を守る避難施設等として北陵地域公民館を

新築し、３月に竣工しました。この施設は太陽光パネル１２４枚により、年間約33,500ｋWhの電力を発

電でき、施設で使用するほか蓄電池に蓄え、災害等停電時に備えます。さらにEVから給電できる設備

（V2B）を備えるなど災害に強い施設となっています。

●市役所本庁舎、小中学校体育館、公園灯、街路灯のLED化

市本庁舎については約1,400灯の照明と屋外の約100灯の照

明をLED化しました。また、小中学校体育館についても2020（令

和2）年度から取り組み、2021（令和3）年度末までに１８校のうち

８校完了し、2024（令和6）年度までに全校LED化する予定です。

公園灯・街路灯については2020（令和２）年度から、LED化に取り

組み、2021（令和３）年度末までに、７３公園４４３灯の公園灯を、

１，４２３灯の市道の道路照明をLED化済です。

V2B設備 太陽光発電設備
32
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公用車のEV等更新・急速充電施設整備

●EV等に対応した急速充電設備の設置

202２（令和４）年度において、市役所本庁舎及び三段池公園駐

車場、大江支所付近にEV等に対応した急速充電設備を設置し、市

民の利便性向上と、新たな人の流れを創出します。

●２０４０年度までにすべての公用車をEV等に更新

2021（令和３）年度はEV３台とPHEV１台購入し、2022（令和４）年度にはEV３台とPHEV１台購入予

定で、2040年度までにはすべての公用車をEV等に更新する予定です。また、EV等に接続し３口の

1500W出力が可能なコンセントとして利用ができる可搬式給電器を整備し、「動く蓄電池」として災害時

に備えるほか、市内の団体等がイベント等に利用する際にもEV等と共に貸し出す予定です。

V2B設備

イベントでの活用可搬式給電器

33
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市営住宅「つつじが丘」団地でZEH-M(Oriented)を実現

高気密・高断熱となる公営住宅PFI初のZEH-

M(Oriented)の実現・余剰地の戸建て全てを

ZEHとした、省エネに配慮した先進的な事例。太

陽光等の再生可能エネルギーを活用し、エネル

ギーの地産地消を市内企業と共に実施します。

防災拠点となる集会所には、停電時にEV等か

ら電気を供給可能にするV2Hを整備します。

地域新電力のたんたんエナジー株式会社と連携

し、本事業の太陽光パネルで発電した電力を「自

己託送制度」等により、市内の庁舎や学校等に送

電する。

34
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福知山市汚泥処理施設再構築事業 ２０２２（令和4）年度～

本事業により汚泥有効利用施設を導入し、
集約したバイオマスの効率的な利活用ととも
に、バイオガス化及び固形燃料化により下水
汚泥のエネルギー有効利用の促進を図る。

• 焼却から固形燃料化への変更に加え汚泥消化の導入に
より、CO2排出量の削減に寄与。

 CO2排出量の削減：約2,530t-CO2/年
下水汚泥リサイクル率：100％
下水汚泥バイオマスリサイクル率：約97.2％
下水汚泥エネルギー化率：約97.2％
下水汚泥利用率：約100％
B/C＝1.3

炭化物

事業の効果

〇事業内容 固形燃料化施設 1基
計画日最大汚泥量 23m3/日
(4.534t-DS)
消化施設 １基
計画日最大汚泥量 159m3/日
(7.931t-DS)

〇全体事業費 約65億円 ※工事諸経費を含む

〇事業期間 令和4年度～令和8年度

焼却炉の全景

平成11年12月供用開始
（約23年経過）
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市民一人ひとりが環境について学び、環

境問題や自然との共生を自分事として捉

える機運の醸成を図るとともに、将来を

担う人材の育成や啓発に取り組みます。

同時に、自然環境や景観、市民の生活

環境に配慮しながら脱炭素を進め、かけ

がえのない福知山市の自然や風景を次

世代につないでいきます。

まもる

自然環境や景観、市民の生
活環境に配慮し脱炭素を促
進

36
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市役所窓口のボールペンを環境配慮型ボールペンに ２０２1年（令和３年）３月～

福知山市では、市民へのSDGｓ啓発のため、福知山市役所窓口のボールペンを、プラスチック代

替素材の石灰石から生まれた環境にやさしい新素材LIMEXを使用したボールペンuni LIMEX

に切り替えました。

ボールペンには「FUKUCHIYAMA×SDGｓ」の名入れや、素材についての説明が入っており、市

民が身の回りのSDGｓを意識する契機にしたいと考えています。

また、SDGｓに呼応し、地域課題解決に取り組む団体等を「SDGｓパートナー」として登録し、その

取組みを広く周知するとともに、関係機関との協働・連携により地域課題解決の促進を図ることで、

福知山市域における環境・経済・社会の好循環による自足可能で豊かな社会の実現を図ることを目

的としており、この「SDGｓパートナー」にuni LIMEXを贈呈しています。
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「燃やすごみ袋」をバイオマスプラスチック配合の環境配慮型に ２０２２（令和4）年度

2022（令和４）年度、「燃やすごみ袋」の素材を

従来の石油由来１００％のものから、生物由来の

バイオマスプラスチックを２５％配合したものに替

えます。

ごみ袋には生物由来の原料を使用していること

や、温室効果ガス（CO2）の削減につながること

などを表示し、身近でできる「環境への配慮」や

「持続可能な社会の実現」を市民に呼び掛けてい

くこととしています。
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福知山市とパナソニックグループが共同でSDGs時代の素材を活用した
「人と環境に優しい小中学校の給食食器」開発の取組をスタート ２０２２（令和4）年度

令和４年６月６日 福知山市とパナソニックホール

ディングス株式会社マニュファクチャリングイノベー

ション本部、パナソニックプロダクションエンジニア

リング株式会社は、パナソニックグループの植物性繊

維を高濃度で複合する最先端技術による福知山市立小

中学校（２３校）の学校給食食器の開発を通して、

SDGｓの取組推進と資源循環型社会の構築をめざす

ことで合意し、連携協定を締結しました。

〇本市においては 、小中学校の学校給食における食器の教育的意義

の重要性に着目し、パナソニック グループ が取り組まれている環境

負荷の少ない植物繊維による製品づくり 、とりわけ高濃度セルロー

スファイバー（CeF）複合材料による製品化に注目しています。共

同開発により食器の製品化が決定 すれば 、全小中学校２３校に導

入したいと 考えて います 。

〇食器導入 前には 、 パナソニックグループの支援を受けながら 今

回の取組に SDGs の視点を加えた 教材を 独自に 作成し、 全児童生

徒 を 対象 に森林環境学習を計画しています。

39
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「循環型森林整備モデル事業」を地域と協働して実施 ２０２２（令和4）年度

樹木の二酸化炭素吸収量推移

森林・林業学習館HPより引用

※齢級＝林齢を5年の幅でくくった単位
(ex)1年生～5年生の木 ＝1齢級

6年生～10年生の木＝2齢級

(齢級)

SDGｓ達成にも貢献
（掲載アイコンは主なもの）

林野庁HP「森林・林業・木材産業の現状と課題」より引用

1～2 3～4 5～6 7～8   9～10 11～12 13～14 15～16

循環型森林整備のイメージ

○人工林の大半が、指標として示される標準伐期齢を
過ぎている現状であり、適切に管理する必要がある。

○木材価格の低迷などの理由により「人工林が手入れ
されていない」「主伐のみされて再造林はされない」
ことが多い。

○人工林の適切な管理を行い、循環型森林整備を実施
し、下層植生の繁茂により表土の流出も防ぐことで、
持続可能な森林づくりを目指す。

○また、樹木の持つ機能の１つである「二酸化炭素吸
収量」は、３～４齢級をピークに下降する（下グラ
フ）ことが分かっており、循環型森林整備を推進する
ことにより、カーボンニュートラルへ寄与することと
なる。

循環型森林整備を行う目的について 施業方法について

○これからも木材を生産できると思われる森林は主伐・再造林を実施
し、将来的な木材の確保を目指す。

○その他の森林においては、壊れない作業道を中心に搬出間伐を目指
す。
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SDGｓに呼応し、地域課題解決に取り組む
団体を「SDGｓパートナー」として登録し団
体同士の情報共有や交流の機会を創出する
とともに、団体に対し地域新電力の利益の
一部により支援します。
また、ZEHセミナーにより、市内中小工務店
の環境ビジネスへの参入を促し、地域経済
好循環を創出します。

ひろげる

地域の課題解決や持続可能
なビジネスによる地域経済
好循環を創出。

41



福知山市産業政策部エネルギー・環境戦略課 ０７７３（４８）９５５４ enekan@city.fukuchiyama.lg.jp

42

ご清聴ありがとうございました。


